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■埼玉地方最低賃金審議会	 （１面）

■全国の最低賃金の動向	 （２面）

■春日部学童裁判	 （４面）

■中南部地区協次世代実行委員会	 （５面）

■全労連評議員会	 （６面）

■埼労共のページ	 （８面）

埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
の
答
申
（
公
益
委
員
見
解
）
を
受

け
て
、
８
月
７
日
の
第
６
回
審
議
会
で
、
現
在

の
９
８
７
円
か
ら
41
円
引
き
上
げ
る
「
時
給
１

０
２
８
円
」
を
答
申
し
ま
し
た
。

今
年
は
Ａ
ラ
ン
ク
41
円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
40
円
、

Ｃ
ラ
ン
ク
39
円
の
目
安
が
示
さ
れ
、
中
央
審
議

会
の
目
安
答
申
が
遅
れ
る
な
ど
、
日
程
的
に
厳

し
い
中
で
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
審
議
会
で
は
、
関
係
労
使
に
よ
る
意

見
陳
述
が
２
日
間
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
非
公

開
と
し
て
い
た
金
額
審
議
の
専
門
部
会
も
原
則

公
開
（
休
憩
時
間
の
個
別
協
議
は
非
公
開
）
さ

れ
る
な
ど
、
運
営
面
で
は
改
善
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
運
動
で
築
い
て
き
た

到
達
点
で
す
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
今
回
の

引
き
上
げ
額
で
は
、
昨
年
か
ら
続
く
急
激
な
物

価
高
騰
分
を
カ
バ
ー
す
る
水
準
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
生
計
費
原
則
の
視
点
か
ら
も
到
底
納
得

の
で
き
る
引
き
上
げ
額
で
は
な
い
こ
と
、
東
京

と
同
じ
引
き
上
げ
額
の
た
め
、
結
果
と
し
て
東

京
都
と
の
時
給
格
差
85
円
が
縮
ま
ら
ず
、
月
額

で
お
よ
そ
１
５
０
０
０
円
あ
り
、
埼
労
連
が
意

見
陳
述
で
主
張
し
た
労
働
人
口
の
流
出
に
よ
る

人
手
不
足
の
解
消
と
い
う
点
か
ら
も
、
納
得
で

き
る
も
の
で
は
り
ま
せ
ん
。３

年
以
上
続
く
コ
ロ

ナ
禍
に
加
え
て
、
物
価

や
燃
料
費
の
高
騰
と
い

う
事
情
に
よ
り
、
経
営

者
側
も
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
全
国

の
答
申
を
見
る
と
、
佐

賀
県
の
８
円
を
筆
頭
に

目
安
額
を
上
回
る
答
申

を
出
し
て
い
る
県
が
24

県
も
あ
り
、
埼
玉
県
で

も
東
京
と
の
格
差
を
縮

め
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

埼
労
連
と
し
て
は
、
生
計
費
原
則
を
つ
ら
ぬ

く
こ
と
と
、
東
京
と
の
格
差
是
正
を
重
視
し
、

現
在
の
最
低
賃
金
制
度
の
中
で
可
能
な
限
り
の

引
き
上
げ
を
意
見
陳
述
の
場
で
も
求
め
ま
し
た

が
、
答
申
は
目
安
通
り
の
金
額
で
、
要
求
し
た

引
き
上
げ
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

答
申
を
受
け
て
、
埼
労
連
が
提
出
し
た
異
議

の
申
し
出
に
関
す
る
審
議
会
が
８
月
23
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
の
答
申
通
り
と
し
て
異

議
が
棄
却
さ
れ
、
今
年
度
の
改
定
額
が
41
円

（
１
０
２
８
円
）
で
決
定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と

「
全
国
一
律
最
低
賃
金
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

ま
ず
は
こ
の
秋
に
改
定
さ
れ
る
新
し
い
最
賃
額

の
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

36000筆の署名を提出

埼労連（埼玉県労働組合連合会）労働相談は ０１２０ -７８ -３１６０
埼玉県さいたま市浦和区高砂 3-10-11 第一木村ビル 2階 FAX 048-838-0775

あなたも組合に入って

一緒に声をあげよう

私たちは、「コロナ禍だからこそ」最低賃金の大幅な引き上げを求めて、埼玉の最低賃金審議会など

にも働きかけてきました。埼玉地方審議会は 10月からの最低賃金『１０２８円』を決定しました。

今回の引き上げ額に満足していませんが、埼労連は働くなかまの代表として、今後も引き続き大幅な

引き上げと「全国一律の最低賃金制度」を求めていきます。

４１４１円の引き上げ！引き上げ！

１０２８１０２８１０２８１０２８１０２８１０２８１０２８１０２８１０２８円です！！
埼玉県の最低賃金はは

表は 9月までの全国の最低賃金の金額です

２０２３年１０月から

今年の最低賃金

全国一律最低賃金制度を求める署名にご協力ください

目
安
ど
お
り
の
１
０
２
８
円
を
答
申

埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

（毎月 1日発行）
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ＵＲＬ：
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Ｅメール：
saita@saitanet.or.jp
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２
０
２
３
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

改
定
で
、
全
国
の
地
方
最
賃
審
議
会
の

答
申
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。
最
高
額
は

東
京
の
１
１
１
３
円
で
、
最
低
額
は
岩

手
県
の
８
９
３
円
と
な
り
、
地
域
間
の

最
大
格
差
２
２
０
円
は
昨
年
よ
り
も
１

円
広
が
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
か
ら
続
く
食
料
品
や

燃
料
な
ど
物
価
高
騰
に
よ
り
、
特
に
時

給
で
働
く
非
正
規
労
働
者
の
生
活
を
苦

し
め
て
い
ま
す
。
使
用
者
側
も
物
価
高

騰
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
上
げ
そ
の

も
の
に
は
「
や
む
を
得
な
い
」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
金
額
の
上
げ
幅
で
一
致

で
き
ず
に
、
中
央
審
議
会
で
の
議
論
が

ず
れ
込
み
ま
し
た
。

中
央
審
議
会
の
目
安
答
申
の
遅
れ
に

よ
り
、
各
地
方
審
議
会
も
例
年
よ
り
も

タ
イ
ト
な
日
程
で
の
審
議
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
最
後
に
答
申
が
出
さ
れ
た
の
は

８
月
18
日
で
す
。
８
月
10
日
以
降
に
答

申
し
た
地
域
は
、
手
続
き
期
間
の
関
係

で
効
力
発
行
が
10
月
１
日
に
間
に
合
わ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
代
わ

り
に
今
年
の
目
安
金
額
（
Ａ
ラ
ン
ク
41

円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
40
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
39

円
）
を
上
回
る
金
額
で
答
申
し
た
地
域

は
24
県
に
の
ぼ
り
ま
す
。

特
に
Ｃ
ラ
ン
ク
で
は
、
目
安
金
額
に

８
円
プ
ラ
ス
し
た
佐
賀
県
を
は
じ
め
、

目
安
通
り
の
答
申
を
し
た
岩
手
県
を
除

く
12
県
す
べ
て
が
目
安
金
額
を
４
円
以

上
上
回
る
答
申
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
低
賃
金
の
低
い
地
方
で

は
、
大
幅
な
引
き
上
げ
に
よ
る
支
払
者

の
負
担
増
よ
り
、
大
都
市
圏
と
の
格
差

に
よ
る
労
働
人
口
の
流
出
の
方
が
深
刻

に
受
け
止
め
ら
れ
、
「
こ
れ
以
上
近
隣

の
大
都
市
圏
と
格
差
が
広
が
っ
て
は
地

域
経
済
が
ま
す
ま
す
疲
弊
す
る
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
国
と
中
央
審
議

会
は
こ
の
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

た
し
か
に
、
今
回
の
平
均
（
加
重
）

43
円
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
全
国
加
重

平
均
は
１
０
０
４
円
と
な
り
、
２
０
１

０
年
の
政
労
使
合
意
（
全
国
加
重
平
均

１
０
０
０
円
以
上
を
め
ざ
す
）
か
ら
13

年
経
過
し
て
よ
う
や
く
到
達
し
、
Ａ
ラ

ン
ク
６
県
と
京
都
府
、
兵
庫
県
の
８
都

府
県
が
１
０
０
０
円
以
上
の
水
準
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
他
の
先
進
国
の

水
準
よ
り
は
る
か
に
低
く
、
私
た
ち
が

最
低
生
計
調
査
で
示
し
た
「
健
康
で
部

文
化
的
な
暮
ら
し
」
を
す
る
た
め
の
時

給
１
５
０
０
円
以
上
の
要
求
と
は
大
き

な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
必
要
な
引
き
上
げ
、
納
得

で
き
る
金
額
決
定
の
在
り
方
、
地
域
間

格
差
の
是
正
、
中
小
零
細
企
業
へ
の
具

体
的
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
幅
広
い
対

策
が
必
要
で
す
。

今
年
最
も
大
き
く
引
き
上
げ
た
佐
賀

県
の
47
円
（
プ
ラ
ス
８
円
）
は
、
引
き

上
げ
率
５
・
５
％
に
な
り
ま
す
。
佐
賀

県
を
は
じ
め
、
茨
城
県
・
大
分
県
・
福

井
県
で
は
、
県
知
事
直
々
に
最
賃
審
議

会
に
対
し
て
引
き
上
げ
の
要
請
を
行
う

な
ど
、
ま
さ
に
県
民
総
意
の
引
き
上
げ

要
請
が
行
わ
れ
た
結
果
、
日
程
は
遅
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
を
補
う
だ
け
の
引
き

上
げ
答
申
（
＋
２
円
〜
＋
８
円
・
佐
賀

は
九
州
で
２
番
目
に
高
い
９
０
０
円
）

と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
方
の
頑
張
り
で
、
今
年

の
改
定
最
低
賃
金
の
全
国
加
重
平
均
は

目
安
で
示
さ
れ
た
１
０
０
２
円
を
２
円

上
回
り
、
１
０
０
４
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
時
給
１
０
０
０
円
以
上

は
わ
ず
か
に
８
都
府
県
で
、
残
り
の
39

道
県
は
１
０
０
０
円
未
満
、
９
０
０
円

以
下
も
12
県
と
、
最
低
賃
金
の
低
さ
と

地
域
間
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
は
課
題

を
残
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
と
合
わ
せ
て
、
地
域
間
格
差
を
是

正
す
る
た
め
の
『
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
』
の
実
現
を
目
指
し
て
運
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

公開された中央最賃審議会

全
国
加
重
平
均
は
１
０
０
４
円
に
！

いっ
ぽ
う
で
１
０
０
０
円
未
満
は
39
道
県

2023年9月1日 埼 労 連 （第三種郵便物認可） （2）第567号



県
の
宣
伝

埼
労
連
と
労
働
法
制
埼
玉
連
絡
会
が

８
月
23
日
（
水
）
の
午
後
５
時
30
分
か

ら
６
時
30
分
ま
で
浦
和
駅
東
口
で
、
10

月
か
ら
の
最
低
賃
金
を
周
知
す
る
宣
伝

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

宣
伝
に
は
、
埼
労
連
加
盟
組
合
の
県

本
部
役
員
な
ど
、
９
団
体
・
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
新
し
い
最
低
賃
金
が
41
円

引
き
上
げ
ら
れ
て
１
０
２
８
円
に
な
る

こ
と
の
周
知
と
合
わ
せ
て
、
「
全
国
一

律
最
賃
制
を
つ
く
り
、
時
給
は
１
５
０

０
円
に
」
、
「
仕
事
で
お
困
り
の
方
は

労
働
相
談
を
」
な
ど
と
訴
え
、
「
声
を

あ
げ
て
改
善
さ
せ
よ
う
」
と
、
埼
労
連

・
新
島
議
長
、
埼
高
教
・
小
澤
委
員

長
、
自
治
労
連
・
西
口
委
員
長
、
埼
教

組
・
北
村
委
員
長
な
ど
が
順
番
に
マ
イ

ク
を
握
り
、
市
民
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
最
賃
の
話
題

が
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
チ

ラ
シ
の
受
け
取
り
は
す
ご
く
良
く
、
元

気
の
出
る
宣
伝
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
、
新
し
い
最
低
賃
金

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
10
月
〜
12
月
に

か
け
て
、
県
内
の
各
地
域
で
周
知
宣
伝

を
し
て
い
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

草
加
八
潮
地
区
労

草
加
八
潮
地
区
労
は
８
月
17
日

（
木
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
獨
協
大
学

前
駅
前
で
約
45
分
間
、
最
賃
引
き
上
げ

宣
伝
を
行
い
、
地
区
労
役
員
９
人
と
新

婦
人
１
人
の
計
10
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

こ
の
日
の
宣
伝
は
、
埼
玉
の
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
最
賃
時
給
41
円
の
増
額

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
「
埼
玉
県

の
最
賃
が
10
月
か
ら
、
１
０
２
８
円
に

な
る
予
定
で
す
」
と
、
大
き
な
声
で
訴

え
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
「
最
賃
に
地
域

差
が
あ
る
こ
と
、
埼
玉
と
東
京
の
格
差

は
縮
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
、
「
最
賃

を
下
回
っ
た
企
業
に
は
罰
金
が
科
さ
れ

る
」
こ
と
な
ど
も
訴
え
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
、
時
給
は
い
く
ら
で
す

か
？
」
「
埼
玉
と
東
京
で
は
85
円
違
い

ま
す
よ
」
「
１
日
８
時
間
働
け
ば
、
弁

当
代
１
食
分
（
６
８
０
円
）
の
違
い
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
と
、
駅
に

向
か
う
方
か
ら
「
都
内
の
ほ
う
が
、
時

給
が
い
い
の
で
、
そ
っ
ち
に
行
き
ま

す
」
「
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
な
ら
、

給
料
の
高
い
ほ
う
に
行
き
ま
す
ね
」
と

い
う
声
を
聞
き
、
「
生
計
費
は
、
地
方

も
都
市
部
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

！
」
、
「
だ
か
ら
全
国
一
律
の
最
賃
制

度
（
時
給
１
５
０
０
円
）
が
必
要
で
す

！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
最
賃
引
き
上
げ
を
保
障
す
る
特
別
な

財
政
処
置
の
必
要
性
も
訴
え
、
署
名
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

蓮
田
地
域
労
連
は
、
８
月
23
日

（
水
）
に
、
蓮
田
市
議
会
の
勝
浦
議
長

と
最
低
賃
金
に
関
す
る
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
と
り
く
み
は
、
「
全
国
一

律
最
賃
制
度
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

に
向
け
実
施
し
た
も
の
で
す
。

蓮
田
地
域
労
連
か
ら
、
村
山
議
長
・

中
澤
事
務
局
長
・
土
井
幹
事
（
年
金
者

組
合
）
、
そ
し
て
埼
労
連
か
ら
加
藤
幹

事
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
今
年
の
最
低
賃
金
改
定

を
巡
る
状
況
や
、
国
会
で
の
賛
同
議
員

の
変
化
、
私
た
ち
が
す
す
め
て
き
た
運

動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
「
蓮

田
市
で
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
目
指
し
た
い
」

と
相
談
し
ま
し
た
。

勝
浦
議
長
は
、
「
内
容
に
つ
い
て
は

個
人
的
に
は
賛
同
で
き
ま
す
」
と
返
答

し
て
も
ら
い
、
市
議
会
で
の
採
択
に
向

け
て
「
こ
う
い
う
内
容
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
、
私
か
ら
も
各
会
派
に

話
し
て
お
き
ま
す
」
と
前
向
き
な
回
答

を
も
ら
い
ま
し
た
。
約
40
分
の
懇
談
で

し
た
が
、
意
見
書
採
択
に
向
け
て
大
き

く
前
進
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
議
会
の
各
会
派
に
も
働

き
か
け
を
行
い
、
今
年
12
月
の
議
会
で

の
採
択
に
向
け
て
と
り
く
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

浦
和
駅
で
の
宣
伝

獨協大学前駅で宣伝議長に意見書の内容を説明

答
申
さ
れ
た
最
賃
額
を
周
知

県
の
ほ
か
に
草
加
八
潮
地
区
労
が
宣
伝

市
議
会
議
長
と
懇
談（
蓮
田
地
域
労
連
）
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春
日
部
市
に
は
学
童
保
育
室
が
40
ク

ラ
ス
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
出
て
く
る
ト
ラ
イ
と
い
う
営
利
企
業

が
春
日
部
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
い
う

仕
組
み
で
請
負
っ
て
、
契
約
社
員
と
パ

ー
ト
社
員
が
２
０
０
名
超
働
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
２
つ
の
重
大
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
ト
ラ
イ
の
約
束
違
反
に
よ

る
、
保
育
の
質
の
後
退
と
学
童
労
働
者

の
雇
用
・
労
働
条
件
の
悪
化
で
す
。
ト

ラ
イ
は
５
年
前
に
「
常
勤
＝
週
38
時
間

45
分
勤
務
」
の
支
援
員
を
93
名
確
保
す

る
と
言
っ
て
春
日
部
市
議
会
で
指
定
の

議
決
を
受
け
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

度
が
約
50
名
、
２
０
２
０
年
度
は
約
60

名
し
か
配
置
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
童

事
業
は
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
子
育
て

放
棄
、
虐
待
な
ど
に
加
え
、
悲
惨
な
事

件
ま
で
起
き
て
い
る
も
と
で
、
学
校
教

育
と
一
体
で
安
心
の
場
と
成
長
環
境
に

合
わ
せ
た
継
続
的
援
助
を
行
う
「
公
の

施
設
」
で
す
。
父
母
の
就
労
の
た
め
に

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
ト
ラ
イ
は
、
常
勤
の
代
わ

り
に
「
１
日
３
・
５
時
間
勤
務
の
パ
ー

ト
支
援
員
」
の
複
数
・
日
替
わ
り
配
置

の
「
常
勤
換
算
」
で
す
り
替
え
た
り
、

登
室
児
童
数
が
少
な
い
日
は
ク
ラ
ス
を

統
合
し
て
、
必
要
な
常
勤
支
援
員
数
を

削
減
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
事
実
を
知
っ
た
父
母
・
市

民
が
、
市
に
対
し
、
ト
ラ
イ
に
約
束
通

り
の
配
置
を
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
住

民
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
市
は
ト
ラ
イ
に
屈
し
て
、
指
定
条
件

に
し
た
常
勤
93
名
配
置
の
「
市
民
へ
の

約
束
」
を
投
げ
出
し
、
１
日
３
・
５
時

間
勤
務
・
扶
養
の
範
囲
で
働
く
パ
ー
ト

支
援
員
へ
の
置
き
換
え
を
容
認
し
て
い

ま
す
。
父
母
か
ら
は
「
入
れ
替
わ
り
が

第
40
回
野
球
大
会

草
加
八
潮
地
区
労
第
40
回
ナ
イ
タ
ー

野
球
大
会
が
６
月
20
日
に
始
ま
り
、
７

月
18
日
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ナ
イ

タ
ー
野
球
大
会
は
地
区
労
と
草
加
市
の

共
催
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
20
年
、
21

年
は
中
止
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昨
年
22
年
か
ら
再
開
し
た
も
の

で
、
球
場
使
用
料
や
照
明
使
用
料
を
免

除
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
40
回
の
節
目
の
大
会
で
、

８
チ
ー
ム
が
参
加
。
雨
天
・
浸
水
も
あ

り
開
始
が
遅
れ
ま
し
た
。
昨
年
参
加
し

た
学
童
労
組
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調

し
て
参
加
、
奮
闘
し
ま
し
た
。

仕
事
の
後
、
急
い
で
球
場
に
駆
け
つ

け
、
試
合
に
臨
む
チ
ー
ム
も
あ
り
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
調
子
も
上
が
っ
て
き

て
、
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
か
ら
応
援
の
笛
の
音
が
聞
こ

え
て
く
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
時
間
切
れ
同
点
の
た
め
、
じ
ゃ
ん

け
ん
で
勝
敗
を
決
め
る
試
合
も
あ
り
ま

し
た
。
決
勝
は
７
月
18
日
に
行
わ
れ
、

埼
玉
土
建
レ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル
チ
ー
ム

が
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
チ
ー
ム
に
８
対
４
で

勝
利
し
て
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

毎
回
手
入
れ
さ
れ
た
天
然
芝
で
の
プ

レ
ー
が
気
持
ち
よ
く
、
球
場
の
管
理
人

さ
ん
に
感
謝
の
大
会
で
し
た
。

（
草
加
八
潮
地
区
労
発
）

多
く
、
先
生
の
名
前
も
覚
え
ら
れ
な

い
」
の
声
が
、
支
援
員
か
ら
は
「
欠
員

で
、
２
倍
働
い
て
も
必
要
な
保
育
を
し

て
あ
げ
ら
れ
な
い
」
、
「
保
育
の
準
備

時
間
も
な
く
て
ク
タ
ク
タ
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
労
連
は
県
本
部
と
県
学
童
指
導

員
労
組
が
、
保
育
の
質
と
支
援
員
の
雇

用
の
安
定
化
、
労
働
条
件
の
改
善
を
求

め
て
市
民
と
と
も
に
裁
判
勝
利
に
む
け

て
運
動
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
指
定
管
理
者
制
度
は
５

年
で
満
了
と
な
り
、
来
年
４
月
か
ら
の

新
た
な
事
業
者
が
競
争
入
札
同
様
の
仕

組
み
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
労
働
者
は
５

年
ご
と
に
雇
用
危
機
に
直
面
し
ま
す
。

他
社
が
指
定
さ
れ
た
場
合
に
雇
用
が
継

続
さ
れ
な
け
れ
ば
「
失
業
」
で
す
。
突

然
に
支
援
員
が
替
わ
れ
ば
保
育
の
質
は

低
下
し
ま
す
。
支
援
員
は
、
他
社
に
雇

用
さ
れ
て
も
労
働
条
件
の
低
下
が
待
っ

て
い
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
も
、
働
く
者
に
と
っ

て
も
深
刻
な
事
態
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

春
日
部
市
は
新
た
な
指
定
管
理
の
「
仕

様
」
を
ト
ラ
イ
の
提
案
の
ま
ま
不
安
定

雇
用
と
保
育
の
質
を
無
視
し
た
「
数
合

わ
せ
」
に
よ
る
「
場
の
提
供
保
育
」
に

お
と
し
め
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

裁判前の打ち合わせ

８チームが参加

県
学
童
労
組
は
８
月
６
日
に
全
県
の

支
援
員
と
春
日
部
支
部
で
サ
テ
ラ
イ
ト

＆
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
集
会
を
開
き
現

状
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
の
正

規
職
員
を
配
置
し
て
い
る
川
越
学
童
、

フ
ル
タ
イ
ム
支
援
員
の
配
置
を
実
行
し

て
い
る
富
士
見
や
草
加
学
童
か
ら
支
援

の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
秋
は
全
県
の
学
童
保
育
の
質
と
雇

用
・
労
働
条
件
が
か
か
っ
た
重
大
な
運

動
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
大
き
な

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
心
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
雇
用
の
安
定
で

春
日
部
学
童
裁
判
（
自
治
労
連
）
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原
爆
の
こ
と
が
「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ

た
ん
だ
」
と
わ
か
り
ま
し
た
。
と
て
も

心
に
さ
さ
る
作
品
で
し
た
（
参
加
し
た

高
校
生
の
感
想
か
ら
）
。

比
企
労
連
も
参
加
す
る
「
あ
の
夏
の

絵
」
東
松
山
実
行
委
員
会
は
、
７
月
15

日
（
土
）
に
東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
で
、
青
年
劇
場
の
「
あ
の

夏
の
絵
」
を
上
演
し
ま
し
た
。
東
松
山

で
は
、
20
年
前
に
同
劇
団
が
上
演
し
た

「
銃
口
」
観
劇
会
の
余
剰
金
が
あ
り
、

そ
れ
を
元
手
に
入
場
券
は
一
般
２
０
０

０
円
、
大
学
生
以
下
５
０
０
円
と
格
安

に
設
定
で
き
ま
し
た
。

入
場
者
は
全
体
で
４
２
０
人
、
う
ち

高
校
生
以
下
は
70
人
で
し
た
。
観
劇
を

終
え
、
「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
帰
っ

て
か
ら
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
感

想
を
書
い
て
送
っ
て
く
れ
た
高
校
も
あ

り
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
に
は
、
高
校
生
と
劇
団

員
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
「
演
劇
を

め
ざ
し
た
理
由
は
？
」
、
「
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
役
を
演
じ
る
と
き
の
心
構

え
は
？
」
「
毎
日
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
？
」
な
ど
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
劇
団
員
か
ら
も
「
直
に
声
が
聞
け

る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。
聞
き
入
っ
て
い
た
高

校
生
の
瞳
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

（
比
企
労
連
発
）

署
名
５
６
０
０
筆
あ
つ
ま
る

狭
山
市
立
中
央
図
書
館
で
約
20
年
間

勤
め
て
い
た
非
正
規
職
員
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
が
22
年
度
末
の
３
月
末
で

雇
い
止
め
に
な
っ
た
問
題
で
、
働
く
者

の
生
活
権
の
侵
害
と
と
も
に
、
利
用
す

る
市
民
に
と
っ
て
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
後
退
に
つ
な
が
る
こ
と
を
憂
慮
し
た

狭
山
地
区
労
や
市
民
が
６
月
15
日
、

「
図
書
館
の
充
実
と
司
書
の
雇
用
継
続

を
求
め
る
会
（
略
称
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

ｎ
ｅ
ｔ
）
」
を
結
成
し
ま
し
た
が
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
ネ
ッ
ト
の
署
名
活
動
で

は
、
１
ヵ
月
で
５
６
０
０
筆
を
超
え
る

署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
（
紙
ベ
ー
ス
約

１
１
０
０
筆
、
ネ
ッ
ト
署
名
約
４
５
０

０
筆
）
。
ネ
ッ
ト
に
は
、
全
国
か
ら
当

事
者
に
対
す
る
励
ま
し
や
運
動
に
対
す

る
共
感
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材
も
複
数
受
け

て
お
り
、
７
月
31
日
の
朝
日
新
聞
に
記

事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
な
注

目
と
支
援
の
輪
は
確
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
６
月
に
行
っ
た
市
長
・

教
育
委
員
会
へ
の
申
し
入
れ
で
は
教
育

委
員
会
の
か
た
く
な
な
姿
勢
が
目
立
ち

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
会
計
年
度
任
用
職
員
３
人

の
う
ち
の
２
人
の
職
場
復
帰
が
必
要
で

（
１
人
は
団
交
で
職
場
を
確
保
）
、
今

後
も
粘
り
強
い
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。

（
狭
山
地
区
労
発
）

中
南
部
地
区
協
次
世
代
キ
ッ
ク
オ
フ

行
事
実
行
委
員
会
は
７
月
29
日
（
土
）

に
大
宮
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
で
実
行
委
員

に
よ
る
プ
レ
企
画
と
し
て
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
川
口
か

ら
医
労
連
・
民
医
労
２
人
、
蕨
か
ら
市

教
組
１
人
、
戸
田
か
ら
土
建
蕨
戸
田
支

部
１
人
、
北
足
立
南
部
か
ら
新
座
市
職

労
３
人
・
Ｓ
Ｕ
あ
さ
か
地
域
支
部
１

人
、
さ
い
た
ま
か
ら
東
宝
舞
台
労
組
２

人
、
Ｓ
Ｕ
さ
い
た
ま
支
部
１
人
、
Ａ
Ｏ

Ｉ
か
ら
上
尾
市
職
労
２
人
・
Ｓ
Ｕ
中
部

支
部
１
人
、
埼
労
連
か
ら
３
人
の
計
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
レ
企
画

は
、
次
世
代
交
流
を
重
視
し
た
と
り
く

み
と
し
て
中
南
部
地
区
協
主
催
の
異
業

種
交
流
会
で
す
。

一
次
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
で
は
、

13
人
が
４
レ
ー
ン
に
分
か
れ
、
プ
レ
企

画
実
行
委
員
長
の
小
谷
さ
ん
（
医
労
連

・
民
医
労
）
の
始
球
式
で
ス
タ
ー
ト
。

２
ゲ
ー
ム
ず
つ
の
個
人
戦
で
し
た
が
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
世
代
の
60
代
が
空
気
を
読

ま
ず
に
？
ス
ト
ラ
イ
ク
連
発
で
大
活
躍

し
、
あ
ち
こ
ち
の
レ
ー
ン
で
ハ
イ
タ
ッ

チ
や
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

「
久
し
ぶ
り
の
運
動
で
指
が
痛
い
」
の

声
も
あ
る
な
か
、
１
時
間
半
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
動
し
た
二
次
会

で
食
事
交
流
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
実

行
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
成
績
発
表
後
に
自
己
紹
介
。

職
場
や
仕
事
、
多
種
多
様
な
趣
味

（
登
山
、
野
球
観
戦
、
鉄
道
な
ど
）
を

そ
れ
ぞ
れ
が
報
告
し
、
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

楽
し
か
っ
た
」
の
感
想
も
出
さ
れ
、
飲

ん
で
食
べ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
前
島
さ
い
た
ま
地
区
労
議

長
の
あ
い
さ
つ
で
交
流
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

各地域から17人が参加

公演後の交流会

次
世
代
の
仲
間
が
交
流

中
南
部
地
区
協
次
世
代
実
行
委
員
会

「
あ
の
夏
の
絵
」を
上
演（
比
企
労
連
）

（5）第567号 （第三種郵便物認可） 埼 労 連 （ ）1990 年 7 月 9 日
第三種郵便物認可 2023年9月1日



全
労
連
は
７
月
28
日
（
金
）
、
29
日

（
土
）
の
両
日
、
横
浜
市
内
で
評
議
員

会
を
開
き
、
２
０
２
３
年
度
の
運
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
で
策
定
し
た
「
た
た
か

う
労
働
組
合
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も

に
、
「
職
場
活
動
の
強
化
」
を
重
点
に

据
え
た
運
動
を
開
始
し
、
こ
の
秋
か

ら
、
全
国
一
律
最
賃
制
の
法
改
正
実
現

と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
に
向
け
た

二
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ

と
も
決
め
ま
し
た
。

小
畑
雅
子
議
長
は
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
、
教
職
員
組
合
の
「
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
る
な
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
や
戦
前
回
帰
の

反
動
攻
勢
が
強
め
ら
れ
た
１
９
５
１

年
、
日
教
組
（
当
時
）
の
大
会
で
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
岸
田
自
公

政
権
が
強
引
に
進
め
る
大
軍
拡
路
線
に

対
す
る
私
た
ち
の
危
機
感
と
重
な
る
。

平
和
を
求
め
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
一
貫
し

て
掲
げ
続
け
て
き
た
原
点
に
学
び
、
職

場
と
地
域
か
ら
運
動
を
広
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
え
る

組
合
を
め
ざ
す
「
た
た
か
う
労
働
組
合

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
の
取
り
組
み

継
続
や
、
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
組

合
員
の
身
近
な
要
求
を
実
現
す
る
職
場

活
動
の
強
化
の
運
動
を
提
起
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
は
全
国
一
律
最

賃
制
実
現
の
法
改
正
を
め
ざ
す
計
画
の

最
終
年
と
な
り
、
来
年
の
適
切
な
時
期

に
、
全
国
一
律
制
実
現
を
求
め
、
ス
ト

や
職
場
集
会
、
街
頭
行
動
、
ワ
ッ
ペ
ン

行
動
な
ど
多
彩
に
取
り
組
む
「
最
賃
ビ

ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
（
仮
称
）
」
を

全
国
で
展
開
す
る
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
の
実
現
に
つ
い
て
も
全
て
の

単
産
と
地
方
組
織
が
来
年
の
定
期
大
会

ま
で
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
と
行
動

計
画
の
策
定
を
提
起
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
23
春
闘
で
の
ス
ト
ラ
イ

キ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
多
く
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
「
23
年
ぶ
り
の
ス

ト
」
（
奈
良
）
や
「
ス
ト
を
構
え
て
１

万
円
を
超
え
る
賃
上
げ
や
ベ
ア
を
獲

得
」
（
大
阪
）
、
「
地
域
労
連
が
ス
ト

支
援
行
動
を
行
い
、
当
該
労
組
が
地
域

労
連
加
入
を
検
討
」
（
神
奈
川
）
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
一
律
最
賃

制
を
求
め
る
方
針
に
つ
い
て
の
発
言
も

多
く
、
28
日
の
夜
に
決
ま
っ
た
最
賃
改

定
の
目
安
を
受
け
、
「
地
域
間
格
差
を

広
げ
る
中
賃
目
安
に
抗
議
す
る
特
別
決

議
」
を
提
案
、
採
択
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
で
は

国
公
労
連
が
職
場
ご
と
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
宣
言
を
採
択
す
る
取
り
組
み
を
準

備
中
だ
と
述
べ
、
「
誰
も
が
参
加
で

き
、
役
員
に
な
れ
る
運
動
を
追
求
す

る
」
と
発
言
。
埼
労
連
・
渋
谷
幹
事

も
、
「
幹
事
が
男
女
同
数
に
な
る
よ

う
、
当
面
の
目
標
を
女
性
比
率
30
％
に

設
定
し
既
に
取
り
組
み
を
始
め
た
」
と

報
告
し
、
方
針
に
賛
成
の
討
論
を
し
ま

し
た
。

黒
澤
事
務
局
長
は
総
括
答
弁
で
最
賃

ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
４
の
成
功

に
向
け
、
「
ど
う
成
功
さ
せ
て
い
く
の

か
が
重
要
だ
。
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
デ

ー
を
最
賃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
山
場
に

し
、
法
改
正
を
め
ざ
し
て
い
く
」
と

し
、
改
め
て
最
賃
法
の
改
正
に
向
け
て

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
調
、
総

括
答
弁
を
受
け
て
、
評
議
員
会
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉
地
本
は
６
月
、
新

た
に
『
埼
玉
ピ
ー
エ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
支
部
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

仕
事
内
容
は
、
保
育
園
・
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
施
設
へ
の
給
食
食
材
の
配
送

業
務
で
す
。
相
談
者
は
仕
分
け
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
業
務
を
こ
な
し
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
不
足
し
て
い
れ
ば
運
転
業
務
に
も

あ
た
り
、
勤
務
時
間
が
毎
日
14
時
間
を

超
え
、
ひ
ど
い
と
き
は
ほ
ぼ
１
日
勤
務

の
時
も
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
要
求
と
し
て
、
勤
務
時
間

は
１
日
12
時
間
を
超
え
な
い
こ
と
、
有

給
休
暇
の
取
得
や
未
払
い
残
業
代
の
支

払
い
な
ど
、
今
の
会
社
の
や
り
方
な
ど

に
不
満
が
あ
る
人
が
賛
同
し
て
く
れ
、

組
合
結
成
時
は
６
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

７
月
10
日
に
、
満
を
持
し
て
会
社
側

に
支
部
結
成
の
通
告
を
し
ま
し
た
。

会
社
を
少
し
で
も
働
き
や
す
い
環
境

へ
変
え
る
た
め
邁
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
社
側
が
、
組
合
未
加
入
者

に
雇
用
契
約
書
を
改
め
て
強
制
的
に
書

か
せ
た
り
、
36
協
定
が
結
ば
れ
て
い
な

い
こ
と
、
労
働
者
代
表
を
会
社
主
導
で

決
め
よ
う
と
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
で
て
い
ま
す
。

今
後
は
基
本
と
な
る
学
習
に
取
り
組

み
、
埼
玉
地
本
と
し
て
援
助
支
援
は
密

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉
地
本
発
）

オンライン含め、全評議員が参加（１日目）

討論に参加する渋谷幹事

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
新
支
部
を
立
ち
上
げ

全
国
一
律
最
賃
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
へ

全
労
連
が
評
議
員
会
を
開
催
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青
空
が
広
が
り
夏
の
日
差
し
が
照
り

付
け
る
８
月
11
日
の
「
山
の
日
」
に
次

世
代
厚
文
行
事
と
し
て
20
人
（
う
ち
子

ど
も
４
人
）
の
参
加
で
、
青
梅
市
御
岳

渓
谷
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
で
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

朝
８
時
30
分
に
奥
多
摩
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
の
会
場
に
集
合
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
後
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
未
経
験
で
、
絶
叫
を
上
げ

な
が
ら
渓
流
の
水
し
ぶ
き
や
急
流
を
大

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
オ
ー

ル
を
使
っ
て
の
水
か
け
遊
び
で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
大
人
も
夢
中
に
な

り
、
相
手
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
め
が
け
て
水

し
ぶ
き
を
浴
び
せ
合
い
ま
し
た
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

場
所
を
移
動
し
青
梅
市
内
に
あ
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
・
古
民
家
い
ろ
り
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

交
流
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
と
し
て
社
会
福
祉
労
日

和
田
会
分
会
の
姫
野
事
務
局
次
長
か
ら

「
昨
年
秋
の
天
覧
山
多
峯
主
山
ハ
イ
キ

ン
グ
に
続
い
て
の
今
日
の
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
大
勢
参
加
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
交
流
を
機
会

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
助
け
合
い
支

え
合
い
仕
事
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
小
学
生
に
は
今
日
の
こ
と

を
夏
休
み
の
絵
日
記
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
（
笑
）
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
乾
杯
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
己
紹
介
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
、
最
後
に
秋
郷
事
務

局
長
よ
り
、
秋
に
予
定
し
て
い
る
「
わ

く
わ
く
労
働
講
座
」
へ
の
参
加
呼
び
か

け
が
さ
れ
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
飯
能
日
高
地
域
労
連
発
）

北
足
立
南
部
地
区
労
は
８
月
13
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
朝
霞
市
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
地
区
労
と
朝
霞
４
市

地
域
原
水
協
主
催
、
市
民
と
野
党
が
つ

な
ぐ
４
区
の
会
協
賛
で
、
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
共
同
代
表
の
畠
山
澄
子
さ
ん
を
講
師

に
招
き
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
た

平
和
学
習
講
演
会
を
開
催
し
、
80
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
を
聞
い
た
感
想
で
は
、
「
日
本

だ
け
が
原
爆
被
害
で
は
な
か
っ
た
こ

と
、
世
界
の
流
れ
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
賛
成
方
向
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
少

し
希
望
が
見
え
ま
し
た
」
、
「
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
『
非
人
道
性
』
と
い

う
観
点
を
よ
く
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
若
い
感
覚
か
ら
の
お
話
は
、
と
っ

て
も
良
か
っ
た
で
す
」
、
「
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
に
乗
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

よ
り
良
い
社
会
に
変
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
」
、
「
１
０
０
を
超
え
る

様
々
な
国
が
意
思
表
明
を
し
、
条
約
を

つ
く
る
な
ど
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
学

習
で
き
、
た
く
さ
ん
の
希
望
も
あ
る
こ

と
を
知
り
、
と
て
も
力
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
が
希

望
と
勇
気
を
も
ら
え
た
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
も
次
々
と
あ

り
、
講
師
と
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し

た
。

３グループにわかれてラフティング

畠山さんの講演
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参加費：個人 4000 円、集団視聴 8000 円 

埼労連は「集団視聴」をおこないます！ 

＊受講希望者は（048-838-0771 埼労連・山﨑）まで 
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＊受講希望者は（048-838-0771 埼労連・山﨑）まで 

地
域
原
水
協
と
共
催
で
平
和
学
習

北
足
立
南
部
地
区
労

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流

飯
能
日
高
地
域
労
連
次
世
代
行
事
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９
月
の
上
映
案
内

９
月
の
上
映
は
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く

し
て
」
で
す
。

原
爆
に
よ
り
足
を
失
っ
た
女
性
が
何

度
も
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
、

や
が
て
平
和
の
語
り
部
と
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
被
爆
ア

オ
ギ
リ
の
木
の
下
で
、
た
く
さ
ん
の
人

々
に
被
爆
体
験
を
語
り
継
い
で
き
た
沼

田
玲
子
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
、
平
和
の
種

を
人
々
の
心
に
蒔
き
続
け
た
実
話
に
基

づ
く
物
語
で
す
。

な
お
、
上
映
後
に
「
ア
オ
ギ
リ
に
た

く
し
て
」
を
製
作
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。

日
時

９
月
22
日
（
金
）

①
10
時
30
分
〜
12
時
35
分

②
14
時
〜
16
時
05
分

③
18
時
30
分
〜
20
時
35
分

場
所

埼
玉
会
館

小
ホ
ー
ル

埼
労
共
専
用
の
入
場
整
理
券
利
用
で

９
０
０
円
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

０
４
８
‐
８
３
８
‐
０
７
７
１

映
文
協
特
別
上
映
の
お
し
ら
せ

10
・
26
「
妖
怪
の
孫
」

昭
和
の
妖
怪
と
呼
ば
れ
た
岸
信
介
の

孫
で
あ
り
、
歴
代
最
長
在
任
総
理
大
臣

で
あ
っ
た
安
倍
晋
三
と
は
何
者
だ
っ
た

の
か
、
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
検
証

す
る
“
日
本
の
真
の
影
”
に
切
り
込
ん

だ
政
治
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
、
10
月

に
観
ら
れ
ま
す
！

特
別
料
金
１
２
０
０
円

（
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）

埼
労
連
７
月
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

は
、
熊
谷
地
域
労
連
か
ら
田
舎
味
噌
６

パ
ッ
ク
入
り
１
箱
、
Ｓ
Ｕ
な
ど
か
ら
素

麺
２
箱
が
寄
せ
ら
れ
、
７
月
28
日

（
金
）
に
第
88
便
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
埼
玉
窓
口
の
埼
玉
労
福
協
に
送
り

ま
し
た
。
総
量
は
９
・
７
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
８
日
（
火
）
に
は
、
埼

高
教
、
Ｓ
Ｕ
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
清

涼
飲
料
水
、
カ
ッ
プ
麺
、
海
苔
、
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
を
第
89
便
と
し
て
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
埼
玉
に
届
け
ま
し
た
。
総
量
は

18
・
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
１
年
は
、
ほ
ぼ
１
ヵ
月
に
１
回

程
度
の
提
供
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
埼

労
連
の
各
組
合
で
も
対
面
で
の
活
動
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
に
つ
い
て
紹
介
を
し
な
が

ら
、
会
議
に
保
存
食
品
を
持
ち
寄
っ
て

も
ら
い
、
埼
労
連
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
88
便

フードバンク89便

全労連共済のお知らせ
まずは組合単組・支部・分会が組織共済に加入して、助け合い制度を活用しましょう。

特典として所属する組合員が、個人共済に加入できる条件が得られます。最低月 5円か

ら所属する組合員全員分の掛け金を支払うことで、暮らし安心の備えとして組合員がそ

れぞれの暮らしに合った個人共済に加入できるようになります。

組織共済の種類 最低掛金       内    容    対   象

組合活動事故見舞共済①型 月 10円 機関決定した国内行事参加中の

事故に対する保障

死亡や後遺障害を重視

組合活動事故見舞共済②型 月 10円 〃 入通院

慶弔型① 月 100円 組合員と家族のお祝い・お見舞い

に対する給付

結婚や退職、ご不幸

慶弔型② 月 100円 〃 住宅災害や傷病見舞金を

追加

慶弔型火災型 月   5円 居住する住宅の災害に対して見

舞金を給付

住宅災害

【掛金が最も安い】

組織・医療共済 月 37円 病気や不慮の事故による保障 死亡・重度障害

組織・生命共済 月 100円 〃 入院・安静休業

組織・交通災害共済 月 50円 国内での交通事故による保障 死亡・身体障害・入通院

詳細は、「組織共済」のパンフをご覧ください。どれか 1つでも可能です。

なお、産別の共済を利用している単産に加盟している組合は対象外となります。

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
88
・
89
便
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